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目的に応じて情報を収集し、整理し、

取捨選択する力をはぐくむ指導の工夫
－「キーワードインデックス」「情報ラベル」の作成と活用を通して－

特別研修員 下田 一貴 （沼田市立池田中学校）

《研究の概要》

本研究は、読むことの学習における教材文に関連する情報の収集過程で、「キーワード

インデックス」「情報ラベル」を作成・活用する学習活動を取り入れ、目的に応じて情報

を収集し、整理し、取捨選択する力をはぐくもうとするものである。キーワードに着目し

ながら情報を収集したり、情報の概要や価値を整理してラベルに記録したり、ラベルを比

較して取捨選択したりすることで、情報を活用して読む力を身に付けていこうとした。

○ はじめに

本校の生徒は「総合的な学習」等で、インター

ネットを利用して必要な情報を探すことが好きで

ある。しかし、膨大な情報の取捨選択に手間取り、

計画通りに活動が進まないことがある。これは、

目的に応じて必要な情報を集めることや、収集し

た情報を取捨選択する能力が十分に身に付いてい

ないことと、情報を整理して、分かりやすく伝え

る能力にも欠けていることによると考える。

また、読書を楽しむために、学校図書館を利用

する生徒は多いが、教科の学習に関連する情報を

集めようとする生徒はほとんど見られない。教科

の学習でも、図書館を利用する回数は減ってきて

いる。そのため、必要な情報が掲載されている図

書を探したり、そこから情報を抜き出したりする

力が十分に培われていないと考える。

これまでの説明的な文章の学習により、正確に

内容を読み取ろうとする姿勢は見られるようにな

ってきている。しかし、教材文に関連する図書を

読むなどして情報を補うことで、内容の理解を広

げたり、深めたりすることは十分ではなかった。

読書を生活に役立てようとする態度を育てる上

で、情報を収集し、活用する能力は必要不可欠で

ある。中学校学習指導要領国語「Ｃ読むこと」の

第１学年の指導事項「カ 様々な種類の文章から

必要な情報を集めるための読み方を身に付けるこ

と」を踏まえ、情報を活用する学習活動を設定し

ていく必要がある。

そこで、本研究では目的に応じて情報を収集し、

整理し、取捨選択する力をはぐくむために、説明

的な文章を読むことの学習において、教材に関連

する情報を書物から集める学習活動を取り入れ

る。そして、情報を収集する際に、「キーワード

インデックス」を作成・活用する学習活動を行う。

自分の収集したい情報に含まれるキーワードを書

き込んだインデックスを作成することにより、的

確に情報を収集できると考える。収集した情報は、

「情報ラベル」に情報の概要や価値を記録する。

「情報ラベル」の作成により、情報を分かりやす

く整理する態度や能力を培える。また、「情報ラ

ベル」から、情報の価値判断ができ、早く正確な

取捨選択ができると考える。

以上のことから、説明的な文章を読むことの学

習における、教材文に関連する情報を集める活動

で「キーワードインデックス」「情報ラベル」を

作成・活用することが、目的に応じて情報を収集、

整理、取捨選択する力をはぐくむ上で有効である

と考え、本主題を設定した。

Ⅰ 研究の概要

１ 基本的な考え方

目的に応じて情報を収集し、整理し、取捨選

択する力について

情報を収集する目的は、教材文の内容や筆者の

ものの見方や考え方についての理解を深めたり、

広げたりするためである。収集、整理、取捨選択
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した情報を生徒同士が互いに発信し、交流する手

段として、ポスターセッションを行う。情報を活

用するということは、情報を収集し、選択し、自

分の考えをまとめ、新たな情報として発信してい

くことであると考える。必要な情報を収集するた

めには、そのための読み方の習得や読み取る力が

必要である。情報を整理するためには、情報の全

体像をとらえたり、必要な部分を切り取ったりす

る力が必要である。

さらに、その情報に、一目で概要が分かるよう

に見出しを付ける（ラベリング）ことができる読

み取りの力が必要である。併せて、情報の取捨選

択をするためには、相手を意識しながら、収集し

たいくつかの情報を比較して、価値判断する（ナ

ンバーリング）ことができる読み取りの力が必要

である。これらの読みの力をはぐくむことが、情

報を活用する態度や能力を身に付けさせる上で、

不可欠なことであると考える。

２ 研究の内容と方法

(1) 研究の内容

① 研究の手立て

ア 情報を収集する過程において、自分の調

べたい内容のキーワードを考えて、「キー

ワードインデックス」を作成し、活用する

ことで、目次や索引から、書物や文章中に

必要な情報が含まれているかどうかを判断

したり、新たに発見したキーワードを抜き

書きしたりするという、情報を収集するた

めの読み方を身に付けることができるよう

にする。

イ 情報を整理する過程において、「情報ラ

ベル」に、必要な情報を抜き書きした上で、

情報の概要がわかる小見出しや、目的や相

手を意識して判断した重要度や価値を記録

することで、情報を整理する力を身に付け

られるようにする。

ウ 情報を取捨選択する過程において、「情

報ラベル」を並べ、個人やグループで、目

的意識や相手意識に沿って、情報の内容を

検討したり、比較したり、ナンバーリング

したりすることで、収集した情報全体の中

から目的や相手に応じた正しい情報の取捨

選択ができるようにする。

② 「キーワードインデックス」について

キーワードとは、自分の求めている情報やテー

マにかかわる重要な語句のことである。「キーワ

ードインデックス」を作成することで、テーマか

らさらに調べる内容が絞り込まれ、必要とする情

報を明確にすることができる。一冊の書物には膨

大な情報が含まれており、書物が複数になれば、

さらに情報が増えるので、必要とする情報を常に

念頭に置いて、目次や索引を活用したり、斜め読

みしたりしなければ、短時間に必要な情報を収集

することはできない。

そこで、「キーワードインデックス」を作成・

活用することにより、キーワードに着目しながら、

必要な情報を収集するための力をはぐくむことが

できる。また、キーワードを念頭に置くと、目次

や索引を手掛かりにして、必要な情報が含まれて

いるか判断したり、斜め読みでも文章中のキーワ

ードを見付けたりできるようになる。さらに情報

を収集する中で、新たなキーワードを発見する度

に、それらも書き加えることで、収集する情報を

広げたり、深めたりできる。

③ 「情報ラベル」について

「情報ラベル」とは、情報の概要が把握できる

ような、小見出しや要点、単語メモ、重要度や興

味深さ等を書き込むカードである。「情報ラベル」

を作成するには、目的や相手を意識して情報を考

察することや、内容をまとめて把握することが必

要であるため、情報を分かりやすく整理する力が

はぐくまれる。

「情報ラベル」を基に発表をしたり、資料等を

作成したりする活動を設定することで、目的に応

じた情報の整理の仕方や、整理した情報を活用す

る能力を身に付けることができる。また、「情報

ラベル」は、複数枚を並べて比較することにより、

元の文章を読み返さなくても、情報の取捨選択を

行うことができる。その際、どのように情報を活

用していくのかという目的や相手の興味・関心な

どを考えながら、ナンバーリングし、順位を書き

込むことにより、情報を取捨選択する力を身に付

けることができる。

さらに、同一規格の「情報ラベル」を、他の教

材文の学習や、「書くこと」や「話すこと・聞く

こと」の学習での情報収集の段階等においても作

成、活用し、情報を収集・整理・活用する力の定

着を図っていく。
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(2) 研究の方法

① 授業実践計画

対 象 沼田市立池田中学校 １年Ａ組 28名 実施期間 平成18年10月下旬（10時間）

題材名 「江戸からのメッセージ」 （光村図書 １年）

② 抽出生徒

Ａ 説明的な文章の学習に対する意欲があり、読解力も優れている。進んで読書に取り組めるが、情報

(女) の収集、取捨選択に時間がかかり、読書傾向にも偏りがある。ノンフィクションの書物から情報を収

集するための読み方を身に付けさせるとともに、読書の幅をさらに広げさせたい。

Ｂ 説明的な文章の学習に対する興味・関心があまり高くなく、読書に対しても親しみを感じていない

(男) ようである。具体例から教材文への興味を喚起させながら、学習テーマを設定させ、楽しみながら情

報を収集できるようにさせたい。

(3) 題材の考察と目標、評価規準

本題材は「江戸っ子」の生活の様子を紹介したものである。まずは、説明的な文章の既習事

項を生かしながら、文章の正確な読み取りを図りたい。文章構成は、三つの大段落に分けられ

る。要旨は、「江戸っ子の与えられた空間の中で、物を大切にし、助け合って生活していく心

の豊かさを知ることができる。そして、江戸の生活の中から現在の私たちの物の豊かさについ

考 て考えることができると同時に、心の豊かさというメッセージを受けることができる。」とい

うものである。このように、第一学年の説明的な文章の学習の仕上げとして、文章構成や要旨

に着目した学習を行うことが重要であると考えた。また、具体的な事例が多く取り上げられて

いて、筆者の主張もとらえやすいので、それをしっかりと受け止め、感想や意見をもたせたい。

そして次に、「江戸っ子の知恵」について、生徒各自が興味をもったことをさらに追究する

察 ために、テーマを決め、書物を活用して、情報を収集・整理・取捨選択をする。そして、ポス

ターセッションの手法で発信する。本教材は筆者の数多い江戸に関する書物の一つの一部分を

書き改めたものであり、「江戸っ子の知恵」のほんの触りになっている。生徒の好奇心を喚起

しながら、さらに情報を集めようとする意欲を高めたり、さらに違う書物を読んでみようとい

う読書意欲を高めるのに適している。

目 ○要旨をとらえ、筆者が述べようとしていることをとらえる。

標 ○文章に関連する書物から情報を得るための読み方を身に付ける。

国語への関心・意欲・態度 読 む 能 力 知識・理解・技能

評

価 ○課題について調べたり、教材 ○教材文の要旨を踏まえ、表現されている筆者のも ○教材文や関連図書

規 文についての理解を深めたり のの見方や考え方を理解している。 の文章中の多様な

準 筆者の思いを深くとらえたり ○課題に即してさまざまな種類の文章を読み、必要 語句について理解

するために、進んで情報を収 な情報を収集するための読み方を身に付け、情報 を深めている。

集しようとしている。 を活用して読んでいる。
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(4)指導と評価の計画（全10時間）

時間 学 習 活 動 学 習 へ の 支 援 評 価 項 目

１ ○全文を通読し、初発 ○発見したことや疑問等の観点を書き込ん (読)キーワードを手がかりにし

の感想を書く。 だ用紙に感想を書かせる。 て、内容を整理し、意味段落

○「江戸の暮らしや ○第二大段落の具体例の中のキーワード の要点をとらえている。

知恵」にかかわる に着目させる。 (言)「リサイクル」「物の豊かさ」

キーワードを見付 「心の豊かさ」という語句に

ける。 着目している。

２ ○大段落ごとの要点を ○前時にまとめた要点を基に、キーワード (関)進んで感想を交流しようとし

基に文章の要旨をま や本文の引用を利用させて、文章全体の ている。

とめる。 要旨をまとめさせる。 (読)キーワードや引用を用いて要

○要旨を踏まえ、筆者 ○筆者の述べようとしていることや、江戸 旨をまとめている。

がこの文章で述べよ の人々の暮らしや豊かさについての感想 (言)多様な語句について理解を

うとしていることを をグループで交流させる。 深めている。

まとめる。

３ ○教材文から学習テー ○「江戸の庶民の暮らし」に関連する７つ (読)教材文の要旨をとらえた上で

マを設定する。 の大テーマから一つ選択させ、小テーマ 自分のものの見方や考え方を

については一人一人に設定させる。 広くしていくようなテーマを

設定している。

４ ○キーワードインデ ○キーワードをキーワードインデックス (関)課題について関心をもちテー

ックスに、テーマ に書き込ませ、目次や索引を利用しな マに沿って、進んで調べたり

に関連するキーワ がら必要な情報が載っている書物を見 考えたりしようとしている。

ードを書き込み、 付け、情報収集させる。 (読)書物の目次や索引から、必要

情報を収集する。 ○収集中に発見した新しいキーワードを な情報があるかどうか判断し

インデックスに書き加えさせる。 ている。

５ ○収集した情報の単 ○情報ラベルに必要な情報を抜き書きさ (読)必要な情報を印を付けたり、

６ 語メモ等を情報ラ せたり、単語メモ等を書き込ませると 抜き書きしたりしながら必要

ベルに書き込む。 ともに、情報の概要が分かるように、 な情報を収集している。

○収集した情報の概 小見出しを情報ラベルに書き込ませる。 (読)キーワードを手がかりにし

要が分かるように ○重要度や相手の興味から価値判断させ、 て、内容を整理し、小見出し

整理する。 情報ラベルの☆印を塗りつぶさせる。 を付けている。

７ ○情報ラベルを活用 ○テーマの異なる者同士でグループを作 (関)進んで発言したり、友達の発

８ した「情報交換会」 らせ、情報ラベルについて説明させ、 言を注意して聞き取ったりし

を通して、情報を 質疑応答をさせる。 ようとしている。

取捨選択する。 ○個々に情報ラベルを比較・検討させな (読)目的や相手を意識し、収集し

○グループで紹介す がら、取捨選択させる。 た情報を取捨選択している。

る情報を選択する。 ○同じ大テーマの者同士のグループで、

個々の情報ラベルを比較・検討し、ポ

スターにする情報を選択させる。

９ ○グループで話し合 ○「見やすく分かりやすく制作する」こ (関)選択した情報を基に、友達と

いながらポスター とを意識させ、情報をまとめてポスタ 協力してポスターを制作しよ

を制作する。 ーに盛り込ませる。 うとしている。

10 ○ポスターセッショ ○必要に応じて質疑応答をさせながら、 (関)理解を深めたり、ものの見方

ンを行い、調べた 理解を広げたり深めたりできるように や考え方を広くしたりしよう

ことを交流し合う。 させる。 としながらポスターセッショ

ンに参加しようとしている。

【
手
だ
て
ア
】

【
手
だ
て
イ
】

【
手
だ
て
ウ
】
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Ⅱ 実践の概要

ア 必要な情報が含まれているかをどうか判断した

り、早く正確に情報を収集したりする力を身に付

けるために、調べるテーマに関わるキーワード

を「キーワードインデックス」に書き出し、それを

活用しながら、情報を収集する活動

大テーマから、中テーマ、小テーマを設定する

過程で、江戸時代の生活について広く触れている

事典的な図書を参考にさせたこともあり、そこで

見付けた用語をキーワードとして、キーワードイ

ンデックスに書き込む生徒が多かった。そして、

図書の目次や索引を見ながら、必要な情報が含ま

れている図書とそのページを探していた。キーワ

ードに関する情報を情報ラベルにメモすること

は、ほとんどの生徒ができていた。

また、新たなキーワードを見付けると、キーワ

ードインデックス（資料１）に書き込み、図書を探

すということを繰り返す生徒が多かった。情報を

収集する活動の１時間目で、ほぼ全生徒が適切な

図書を探すことができていた。

抽出生徒Ａは、大テーマ「江戸のファッション」

を選択し、中テーマは「女の人の身だしなみ」、

さらに、小テーマを「化粧」と設定した。最初の

キーワードを「化粧」として、情報の収集を開始

した。指導計画の４時間目は関連するキーワード

は一つであった。５時間目は２つになり、最終的

には、４つになった。さらに関連するキーワード

は最初から、「紅」「白粉」等４つを書き込んで

いて、増減はなかった。４冊の図書から、情報を

効率よく収集していた。

読解力もあり、意欲的に学習に取り組める抽出

生徒Ａであるが、ややもすると、情報を収集し過

ぎてしまい、時間が掛かってしまうことが心配さ

れた。しかし、キーワードインデックスを用いた

ことにより、収集する情報が絞り込まれたため、

短時間で効率よく情報が収集できたと考える。

抽出生徒Ｂは、大テーマ「江戸の楽しみ・遊び」

を選択した。しかし、指導計画の３時間目に小テ

ーマを絞り切れず、４時間目もキーワードインデ

ックスには、大テーマしか書き込めなかった。し

かし、５時間目に小テーマを「からくり人形」と

決め、からくり人形の種類をキーワードインデッ

クス（資料２）に書き込んだ。そして、２冊の関連

図書から、情報を収集し始めた。授業中は、あま

り楽しそうな様子を見せないＢではあるが、今回

は、興味深そうに図書を読んでいた。

Ｂは、テーマ設定の段階でつまずいてしまい、

収集の開始が遅れてしまった。読むことにもやや

抵抗を感じることもあり、先行きが心配された。

しかし、興味のある分野が見付かり、キーワード

を絞り込めたことで、読む部分が明らかになった

ため、最後まで諦めずに学習に取り組むことがで

きた。キーワードを書かなければ、Ｂのような生

徒は、収集する情報を絞り込むことができず、何

をどうやって調べたらいいのか分からなかった

り、調べ始められても膨大な情報量の前に意欲を

失ったりしたと考えられる。

資料１ 抽出生徒Ａのキーワードインデックス

（４～６時間目）

資料２ 抽出生徒Ｂのキーワードインデックス
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以上のことから、調べるテーマに関わるキーワ

ードを「キーワードインデックス」に書き出し、

それを活用することにより、課題について調べる

ためにさまざまな文章を読むとき、必要な情報が

含まれているかどうか判断したり、必要な情報を

早く正確に収集したりすることができたと考える。

イ 情報を整理する力を身に付けるために、「情報

ラベル」に収集した情報の要点を抜き書きしたり、

小見出しを付けたりした上で、目的や相手を意識

し、情報の重要度や価値について検討し、「情報ラ

ベル」に記録する活動

全員の生徒が、図書を読みながら情報ラベルに

書き込みをする姿が見られた。小見出しや概要、

さらに、単語メモを書き込んでいた。書名やペー

ジも記入してあり、再度書物を読む際にも役立て

ていた。また、情報交換会での説明やポスターの

作成時にも、情報ラベルを使用する生徒が多かっ

た。一人３枚の情報ラベルを作成することを当初

の目標としたが、最高は９枚であった。また、ほ

とんどの生徒が３枚以上情報ラベルを作成した。

抽出生徒Ａは、３枚の情報ラベルを作成した（資

料３）。小見出しと要点メモや単語メモが書き込

まれており、情報の概要が分かるようになってい

る。情報交換会やポスターセッションでも、情報

ラベルを見ながら分かりやすい説明をしていた。

資料３ 抽出生徒Ａの情報ラベル

抽出生徒Ｂは、３枚の情報ラベルを作成した（資

料４）。「からくり人形」の種類を調べ、１枚情報

ラベルを完成させたところで、行き詰まってしま

った。そこで、江戸の遊びとして、「紋切り遊び」

を追加し、情報ラベルを作成した。「からくり人

形」について、深めたり、広げたりさせたかった

が、専門的な語句や難解な図が多かったためか断

念してしまったようである。テーマとは関連の薄

い「紋切り遊び」についての情報収集となったが、

情報を整理しながら２枚の情報ラベルを作ること

ができた。

「情報の整理をしながら、情報ラベルを作成で

きたか。」という自己評価については、１，２時

間目とも、「Ａ」と答えた生徒は18％で、「Ｂ」

については、61％、64％であった。情報ラベルは

図書に記載されている文章を丸写ししたりするの

に比べると、少ない負担でその情報の概要が分か

るようになるので、整理できたと感じたようだ。

資料４ 抽出生徒Ｂの情報ラベル

また、情報交換会で、「情報を分かりやすく説

明できたか。」という自己評価については、「Ａ」

と答えた生徒が15％、「Ｂ」が62％という結果で

あった。このことから、情報ラベルに情報を分か

りやすく整理して、記録することができ、そのこ

とが、説明にも役立っていたと考える。また、最

後のポスターセッションでの「情報を分かりやす

く整理して説明できたか。」という自己評価では、

「Ａ」が22％、「Ｂ」が56％であった。この結果

から、情報ラベルを基にポスターを制作したり、

セッションで説明したりできているので、情報ラ

ベルを作成する段階から、目的に応じて情報を整

理する力をはぐくむことができたと思われる。

以上のことから、「情報ラベル」に収集した情報

の要点を抜き書きしたり、小見出しを付けたりし

たことを通して、目的や相手を意識し、情報の重

要度や価値について検討し、「情報ラベル」に記録

することにより、情報を整理する力を身に付ける

ことができた。
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ウ 目的や相手に応じた正しい情報の取捨選択を

する力を身に付けるために、「情報ラベル」を並べ

て、それぞれの情報について価値を吟味したり、

比較したりした上で、ナンバーリングしたり、「情報

ラベル」を基に友達と情報交換したりする活動

情報の取捨選択をする段階では、まず、異なる

テーマの生徒４人でグループを作り、情報交換会

(資料５)を行った。次に、同じ大テーマの生徒４

人でグループを作り、ポスターセッションで取り

上げる情報を選択する編集会議を行った。

情報交換会の目的は、自分の情報について、他

の生徒に興味をもってもらえるか、分かりやすく

整理してあるかといったことを客観的に把握し、

取捨選択やナンバーリングに生かせるようにする

ことである。生徒は、グループ全員が見えるよう

に３枚以上の情報ラベルをテーブル中央に置き、

図書を手に自分の収集した情報について興味を引

くと思われる順に説明した。感想の交流、質疑応

答、意見交換の後、一人一人が、情報ラベルを興

味をもった順に並べる活動を行った。ほとんどの

生徒が意欲的に情報交換会に取り組むことができ

ていた。その後、情報ラベルの重要度や相手の興

味等を吟味し、ポスターにしたい順にナンバーリ

ングさせた。ポスターセッションにより、友達に

情報を紹介するという「目的」と、その情報につ

いての知識をほとんどもたない友達という「相手」

を意識して、情報の取捨選択ができていた。

資料５ 活動の様子 情報交換会

「情報

交換会

で話し

合った

ことを

参考に

して情

報の取

捨選択

を す る

ことができたか。」という自己評価は、「Ａ」と

答えた生徒が31％で、「Ｂ」は46％であった。多

くの生徒が友達の意見を参考にしながら、情報の

重要度や価値を吟味し、ポスターセッションで発

表する情報を選択していた。

抽出生徒Ａは、「友達からもらったアドバイス

で、取捨選択ができました。」(資料６)と感想を書

いていた。情報交換会後、３枚の情報ラベルの重

要度や相手の興味等を吟味し、ナンバーリングし

ていた。

資料６ 抽出生徒の振り返りシート

抽出生徒Ｂは、「情報交換会がうまくできた。」

と感想を書いた。「からくり人形」と「紋切り遊

び」それぞれ１枚ずつの情報ラベルを選択してい

た。テーマの異なる友達に情報を説明することが、

分かりやすく情報を情報ラベルに整理しておくこ

とにつながり、その情報ラベルを比較することで、

取捨選択がしやすくなったと考えられる。また、

最初の自分のナンバーリングを変更した生徒も多

く、ポスターセッションの相手となる友達の意見

を参考にさせたことで、相手に応じた取捨選択が

できたと考える。

編集会議では、一人一人がポスターセッション

で取り上げたい情報について説明し、質問し合う

ことを中心に話し合いを進めた。質問に答えるこ

とにより、自分の情報の欠けている部分や足りな

い部分について確認し、ポスター制作やポスター

セッションに生かすことを目的とした。また、そ

れぞれの情報が重複しないように調整すること

と、ポスターセッションでの発表順等を話し合わ

せた。生徒は、情報交換会を経験しているので、

説明や質疑等も大変スムーズに行えていた。また、

ポスターについては、模造紙が１人１枚、グルー

プ４枚という制限があるため、個々の情報ラベル

を吟味して、取り上げる情報量を検討していた。

二つの話し合いともに、情報ラベルは並べて情

報の比較ができ、並べ変え等の操作もしやすいの

で、ナンバーリングも短時間で行えた。

自分の収集した情報はすべて紹介したいと思い
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がちであるが、情報交換会と編集会議を通して取

捨選択をしたことで、友達の興味の傾向が把握で

きた上に、キーワードごとに情報ラベルを分けた

ことで、不必要な情報については思い切って省く

ことができたと思われる。逆に、情報不足の場合

には、新しい情報ラベルを加えればよいので、情

報を補う面でも情報ラベルは役に立った。

ポスター (資料７)を制作する際も、情報ラベル

を見ながら行う生徒が多かった。ポスターセッシ

ョンを行うという目的を意識しながら、情報ラベ

ルに情報が整理できた結果であると考えられる。

資料７ 抽出生徒Ａの制作したポスター

最後のポスターセッション(資料８)では、ほと

んどの生徒が、ポスターと、情報ラベルを見なが

ら、生き生きと発表することができた。質問の数

はグループによって差はあったが、ほとんどの生

徒が興味をもちながら、集中して説明を聞いてい

た。感想も「楽しかった」と書いた生徒が多かっ

た。相手の興味や関心を意識して、それぞれの生

徒が発表の情報を取捨選択したことが、ポスター

セッションの楽しさに結び付いたと思われる。

以上のことから、「情報ラベル」を並べて、それ

ぞれの情報について価値を吟味したり、比較した

りした上で、ナンバーリングいくことや、「情報ラ

ベル」を基に友達と情報交換したことにより、目

的や相手に応じた正しい情報の取捨選択をするこ

とができた。

資料８ 活動の様子 ポスターセッション

Ⅲ 研究のまとめと今後の課題

１ 成果

○ 調べるテーマを設定した後に、キーワードを

考え、それをキーワードインデックスに書き込

んだことは、収集する情報を絞り込むことにな

り、早く正確な情報収集ができた。キーワード

を手掛りに、複数の書物から情報を探すといっ

た、情報を収集するための読み方を身に付けさ

せることができた。

○ 情報ラベルの作成は、文章の丸写しではなく、

要点を書き出したり、小見出しを付けるといっ

た活動が必要であり、情報を整理する力を身に

付けるのに役立った。また、情報の概要が分か

り、並べて比較ができる情報ラベルを活用する

ことで、情報の取捨選択がしやすくなった。

２ 課題

○ 教材文の読み取りから、調べるテーマの設定、

情報の収集から発信まで、様々な学習活動を盛

り込む必要があったので、生徒がねらいや目的

を理解した上で、より見通しをもって学習に取

り組めるようにしていきたい。

（担当指導主事 村田 伸宏）

Ｗｅｂ検索キーワード

【国語－中 読むこと キーワード ラベル

情報の収集・整理・取捨選択】
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